
 

 

中部地方整備局事業評価監視委員会（令和４年度第５回） 

 

議 事 概 要 

 

１．日 時    令和５年１月２３日（月）１４：００～１５：３０ 

 

２．場 所    ＫＫＲホテル名古屋 ３階 芙蓉の間 

 

３．出席者 

  ○事業評価監視委員会委員 

 冨永委員長、松本副委員長、朝日委員、今泉委員、大窪委員、 

中村委員、能島委員、原島委員、山田委員、吉永委員 

 

  ○中部地方整備局 

 稲田局長、佐々木副局長、安邊副局長、企画部長、建政部長、 

河川部長、道路部長、港湾空港部長、営繕部長、用地部長 

 

 

４．議 事 

１）対象事業の説明・審議 

（再評価） 

【道路事業】 

一般国道１号 桑名東部拡幅 

一般国道４７４号 三遠南信自動車道 飯喬道路 

一般国道４７４号 三遠南信自動車道 青崩峠道路 

一般国道４７４号 三遠南信自動車道 水窪佐久間道路 

一般国道４７４号 三遠南信自動車道 佐久間道路・三遠道路 

 

【港湾整備事業】 

名古屋港ふ頭再編整備事業 

 

 

（事後評価） 

【港湾整備事業】 

   三河港ふ頭再編改良事業 

 



 

５．配布資料 

 ・委員会開催資料（議事次第、委員名簿、出席者名簿、配席図、配付資料一覧） 

・資料１ 再評価に係る県知事等意見 

・資料２ 対応方針一覧表 

・資料３ 一般国道１号 桑名東部拡幅 説明資料 

・資料４ 名古屋港ふ頭再編整備事業 説明資料 説明資料 

・資料５ 一括審議案件一覧 

 ・資料６ 一般国道４７４号 三遠南信自動車道 飯喬道路 

一般国道４７４号 三遠南信自動車道 青崩峠道路 

一般国道４７４号 三遠南信自動車道 水窪佐久間道路 

一般国道４７４号 三遠南信自動車道 佐久間道路・三遠道路 説明資料 

・資料７ 一括審議案件に対する意見等について 

・資料８ 三河港ふ頭再編改良事業 説明資料 

 ・資料９ 再評価に係る資料【道路事業】 

 ・資料 10 再評価に係る資料【港湾整備事業】 

 ・資料 11 事後評価に係る資料【港湾整備事業】 

 

６．主な審議結果等 

１）再評価対応方針（原案）については以下のとおりとする。 

【道路事業】 

 一般国道１号 桑名東部拡幅                ・・・了承 

 一般国道４７４号 三遠南信自動車道 飯喬道路       ・・・了承 

 一般国道４７４号 三遠南信自動車道 青崩峠道路      ・・・了承 

一般国道４７４号 三遠南信自動車道 水窪佐久間道路    ・・・了承 

一般国道４７４号 三遠南信自動車道 佐久間道路・三遠道路 ・・・了承 

 

  【港湾整備事業】 

名古屋港ふ頭再編整備事業                ・・・了承 

 

 

２）事後評価対応方針（案）については以下のとおりとする。 

【港湾整備事業】 

三河港ふ頭再編改良事業                 ・・・了承 

  



 

２）委員会当日に委員より出された意見・質問及び回答 

項目 意見・質問 回答 

（重点審議） 

一般国道１号 

桑名東部拡幅 

（P10）市道取付部の盛土施

工方法の変更では、仮に通行

止した場合の時間損失につい

て定量的な説明があったが、

（P12）県道交差部の盛土構

造の変更において、通行止し

た場合の影響を定量的に示す

ことができないのか。 

 

（P14）B/C について、交通事

故減少便益のみ 4.6 倍になっ

ている要因は何か。 

 

 

 

 BIM/CIM 等の活用により作

業が省力化されることで、コ

スト縮減にどの様な効果があ

るのか。 

 

（P12）県道交差部の盛土構造の変

更については、河川管理者等の危

機管理上の理由で通行止の長期化

が不可能となったものであるた

め、貨幣換算等による定量的な評

価は困難と考えている。 

 

 

 

 令和４年２月に費用便益分析マ

ニュアルが改訂され、近年の交通

事故発生状況などを踏まえ便益の

算定式が見直されており、これが

主な要因と考えている。 

 

 施工に必要な数量の自動算出等

によって作業時間が短縮され、将

来的には工期の短縮にもつながる

と考えている。 

（重点審議） 

名古屋港ふ頭

再編整備事業 

 

（P16）震災時の施設被害回

避便益の算出において、復旧

コスト 40.8 億円/年とある

が、この算出根拠は如何か。 

 

耐震化されていない場合、岸壁

の復旧に約 82 億円を要し、整備に

2 年かかることから、1 年あたり

40.8 億円として算出している。 

 中長期的な観点で、他のタ

ーミナルにおいて大深度に掘

り下げる必要性は如何か。 

 

 

（P14）輸送効率化便益につ

いて、便益の帰着先が特定の

企業だけであれば、便益とし

て計上するのが適当なのか。 

 

 

 岸壁の耐震化以外に港湾内

の道路の耐震化の状況は如何

か。 

 

近海航路、東南アジア航路、北

米・欧州航路などそれぞれ船舶の

大型化の状況が異なるため、情勢

を見極めて対応している。 

 

 新車の完成自動車以外にも中古

車やアジアから北米への輸出の中

継地としての利用などもあり、公

共岸壁としての役割を果たしてい

ると考えている。 

 

 耐震岸壁が整備されているとこ

ろについては、耐震化が完了して

いる。 

（事後評価） 

三河港ふ頭再

編改良事業 

 

 2 隻同時着岸が可能となっ

たことに伴い、荷捌きのより

一層の向上は可能となるの

か。 

 

2 隻同時着岸が可能となり、完

成自動車の取扱能力が向上してい

る。 

実際、完成自動車取扱量は過去

最高と伸びてきており、民間企業



 

項目 意見・質問 回答 

（P9）定性的効果の発現とし

て、輸入完成自動車の更なる

拠点化とあるが、どの様に進

められるものなのか。 

 

や港湾管理者によるモータープー

ルの整備や輸入車の新車整備セン

ターの計画など、本事業による波

及効果がでているものと考えてい

る。 

（P5）取扱貨物量について

は、令和 3 年までの統計しか

掲載されていないが、陸上輸

送コストの削減便益の令和 4

年の値はどの様に算出してい

るのか。 

 

取扱貨物量の実績として公表さ

れているのは令和３年までの数値

であり、令和４年については、令

和３年の取扱貨物量が横ばいにな

ると想定し算出したものである。 

 

 


